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3. 研究内容

2. 目的

１．課題

③国土・地域の顔に
ふさわしくない景観整備

地域の価値向上のためのゲートウェイ空間整備手法に関する調査

ゲートウェイ空間における
・空間整備手法
・空間コントロール手法
の構築

地域の価値の向上



地域の価値を向上させるためのゲートウェイ空間における空間整備手法、
空間コントロール手法の開発

価値構造の分析価値構造の分析

モデルの構築モデルの構築

手法の開発手法の開発

地域の価値（イメージ、アイデンティティ）の形成（変遷）メカニズム（イメー
ジ、アイデンティティ形成と空間構成等の関係性）把握及び工学的に操作
可能な地域の価値向上モデルの構築

ゲートウェイ空間における景観（視知覚）構造分析

ゲートウェイ空間における空間体験分析

ゲートウェイを視点場・視対象とした場合の評価・分析、整備方法の

検討

ゲートウェイ空間における価値構造（ゲートウェイと周辺地域の関係性）

分析

集団表象分析（絵画、写真、文学作品、物語・伝承、校歌、名所図絵、

ガイドブック、旅行記、歌等分析）

空間構造分析（地形、歴史、文化、施設配置、利用形態）

認知構造分析（認知マップ、アンケート等心理学的分析）

景観（視知覚）構造の分析景観（視知覚）構造の分析

研究内容



地域の価値

経済的な価値
（便益＝貨幣換算できる価値）

の骨格

・地域のアイデンティティ(文化、歴史的な
個性）
•地域のイメージ

・歴史、文化、生活システム上
・地域住民の空間認知上
・地域イメージの形成上景観工学（視知覚特性等）

的、人間工学的観点におけ
るおける普遍的・不変的な
価値ex.快適性、居心地の良さ

これらを反映
した手法・制度

地域の価値の向上アウトカム

本研究で
着目する
価値

本研究の
アプロ－チ

機能的な
整備

歴史的・文化的に培われて来た
地域固有の価値や美観・快適性
・満足度等の貨幣換算しづらい
価値（住民も明確に意識しているとは

限らない価値）

本研究における「地域の価値」の位置づけ
「地域の価値向上のためのゲートウェイ空間整備手法の確立に関する研究」 補足説明資料


